
１．はじめに

旧美馬町において複数の農具市が開かれてきた。

これらは，各寺院の年中行事にあわせて開かれる市

であり，そこに集まる人びとをターゲットにしたも

のであった。その農具市では，買い手は寺院の檀家

など近隣住民が多数を占める。一方の売り手は，旧

美馬町内だけではなく各地から商品をもって市に参

加していたと考えられる。

本稿では，この農具市をめぐって市の運営者（売

り手），市での買い手，および場所を提供する寺院

にわけて聞き取り調査を行い，農具市にかかわる人

びとを総体として把握しようと試みた。そのなかで，

注目したのが，ほかの民具とともに購入され，使用

されてきた箕の形態である。

なお，本稿にかかる聞き取り調査は，平成20年８

月１日，５日，６日，12月14日，28日の５日間で実

施したものである。

２．美馬市美馬町における農具市

農具市は，「農具が売買される市。社寺の縁日や

祭日に立つ市のとき，ほかの品物とともに扱われる

ことが多い。（中略）農山漁村の人々は暮らしの折

り目に立つこの市で，普段ではなかなか入手できな

い農具を購入した。たとえば，養蚕の笊など，そこ

で求めたものには神仏の加護があると考える場合も

あった。」（佐藤広，2000：319頁）とされる。売買

をともなう交易の場であると同時に，市の場所とな

る社寺や神仏とのかかわりのある場所であり，神性

を帯びた商品であるとされる。

市の分布図では，美馬市美馬町内では美馬町字切

久保，美馬町（旧郡里町），美馬町（旧重清村）で

の「お寺市」を確認することができる（徳島県教育

委員会ほか編，2001：88－89頁）。この分布図の調

査は，大正年間を対象として昭和52年から53年にか

けて行われたものであるので，現存しないものも含

まれている。

この美馬町（旧郡里町）および美馬町（旧重清村）

での「お寺市」は，『美馬町史』にも「安楽寺の市」

と「猫の窪市」として記述される。「安楽寺の市」

では12月28日が農具の大市，春の市は４月第４日曜

日に，「猫の窪市」は旧10月23日に農具市が開かれ
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ているとする（美馬町史編集委員会，1989：1210－

1211頁）。

美馬市美馬町で現在行われているのは，安楽寺の

春と冬に行われる農具市である。2008年12月28日に

は，衰退する市を維持するため，寺側が働きかけて

１軒の植木屋を頼んで出店してもらっているのみで

あった（写真１）。このほか，規模は小さかったが

西教寺，願勝寺常念寺での春市や，中上野の虚空蔵

市などが開かれていたという。

３．農具市での購入と訪れる行商など

購入については，個別の家の事情や個人による差

異が見受けられるが，大きな安楽寺の市での購入事

例が多数確認できる。

◎事例１（丈寄地区）

籠屋が何種類もの籠を安楽寺の市にもってきてい

たので，それを買った。口上がうまいので，買わさ

れてしまったこともある。カラサオの軸と打棒部分

も農具市で買い，柄の部分は自作して使った。

箕は，大箕と小箕があるがいずれも農具市で売っ

ていたものの，大きいので行商が来るのを待って買

った。箕の行商は「山の人」だった。吉野川の対岸

の貞光か半田から来ていた（写真２）。

安楽寺の住職が相栗峠を越えて行っていた。塩江

方面にも檀家があるためである。同じく塩江に粉を

ひく水車があり，小麦をもって行ってうどん粉と交

換してきたことがあった。

夕食がすんだすっかり暗くなった時間帯，丈寄か

ら谷を挟んだ脇町方面の尾根を見ると，尾根つたい

に10も20も明かりが続いて登っていくのを家族全員

で見た。隣近所も見ていた。家のすぐ横を通ること

もあったが，近くの家からは見えず，少し離れた家

から見ていたという。これを狸の火と呼んだ。

◎事例２　清田地区

箕や籠を安楽寺の農具市で買った（写真３）。

◎事例３　藤宇地区

安楽寺や常念寺の農具市に行っていた。刃物は市

に出ているなまくらではなく，土佐の職人によるも

のを買った。

籠や箕（大箕，小箕）の店は多く，よい品物を売

る店もあった。もってくるもので淘汰されていたよ

うである。細くつるっとしていてトゲがたたないな

めらかな竹籠が質のよいもの。戦後すぐには大箕の

場合1,000円から2,000円が相場だったが，昭和30年

ころには１万円を越していた。質の良い大箕を買う

と30年ほど使えるので，高くても良いものを買った。

籠などの竹細工，鍋釜などの金物などは年に１度

くらい地廻りの直し屋が来ていた。質の良いものを
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写真１　2008年12月28日の安楽寺の農具市のようす

写真２　事例１で購入した大箕

写真３　事例２で購入した大箕



買っていると直しにも耐えられる。三頭峠を越えて

讃岐方面から来ていた。阿波町や市場町から竹細工

の職人が来ていたが格が落ちるような籠だった。

正月には美馬町内から三番叟も来ていた。祝儀に

お金と餅を渡していた。

白装束のヘンドも来ていた。取り締まりがあり昭

和30年ころには来なくなった。

◎事例４　藤宇地区

泊まり込みで廻ってくる職人がいた。籠などをつ

くる竹細工の職人と桶職人が香川県や阿波町方面か

ら来ていた。材料になるマダケは50日ほど前に切っ

て乾燥させておかなければならない。昭和40年頃ま

で来ていた。カラサオの軸の部分をつくる職人がき

たこともあった。

昭和６年に発動機を農機具屋から買い，麦こなし

の時期にはリアカーにつんで脱穀の依頼を受けて美

馬町内を廻った。発動機は安楽寺の市（涅槃市）の

ときに注文した。

三番叟も２人づれで来ていた。美馬町内から来て

いた。一宇町方面からも女性２人づれで来ていた。

三頭越えをしてきた「御大師さん」が子を負ってい

たこともあった。

◎事例５　藤宇地区

大箕，小箕，包箕，籠など竹細工を西教寺の市で

購入していた。今使っているのは30年ほど前（昭和

50年前後）に買ってきたものという。竹細工は，つ

くりにきてくれるように連絡し，材料を用意してお

いて廻ってきたらつくってもらう。

大箕は２種類の箕を保有しているが，いずれも農

具市で購入した。それぞれそのときどきで，異なる

店で買ったものである（写真４・５）。

４．農具市にくる行商

農具市にくる売り手は，籠屋，棒屋，鍛冶屋など

の農具を扱う行商から，苗物屋や植木屋，駄菓子や

みかんを売る人までさまざまな業種が確認できる。

◎事例６　丈寄地区

安楽寺の冬の市に行っていたが，竹細工の人は赤

門の外で売っていた。安楽寺のお講さんのとき，日

が暮れてから売り手が集まってきて準備をしてい

た。

◎事例７　藤宇地区

農家の副業で籠をつくった人がもってきて冬に売

っている。昭和30年くらいから鍛冶屋は来なくなっ

た。

◎事例８　安楽寺

旧11月28日が市立ての日であり，現在は12月28日

に冬の農具市が行われる。かつては香具師のグルー

プが多かったが，警察の手入れが入っていたことも

あった。

遠方から峠を越えてくる行商が多く，市の日に雪

が降ると帰れなくなった。安楽寺内や美馬町近隣の

同業者宅に泊まって帰る業者もいたが，大勢の人で

混雑していた。

◎事例９　宮西地区

安楽寺の赤門付近では，箕，ケンド，籠など竹細

工を売っていた。門の外，下の方には食べ物を売る

店が多かった。30年くらい前（昭和50年前後）には

100軒あまりの店が出ていたが，2008年には１軒の

みである。春には20軒程度の出店がある。

子供のころに楽しみにしていたのが，コウジミカ
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写真４　事例５で購入した角竹のある大箕

写真５　事例５で購入した角竹のない斜めに編んだ（網
代編みの）大箕



ンの店だった。小遣いをもらって買いに行ったのが

記憶に残っている。

５．おわりに ―箕の流通についての検討―

以上の事例について整理すると，買い手側は比較

的近隣地域の住民が多く，しかし，安楽寺の場合報

恩講と同日に開かれることから，一部には遠方から

訪れる門徒もいた。一方の売り手の場合，近隣の業

者もいたが，美馬町外から訪れる業者も多数いたと

いう点に着目したい。たとえば，それが箕や籠など

ある程度職能を要求される職人であった。

その中で，注目すべき事例もあった。事例５では，

それぞれ異なる箕を２点農具市で購入していて，複

数の産地からの流通であることがわかる。写真４・５

それぞれの箕を比較すると，写真４の箕に角竹がつ

いていて，縦横で編み込まれている竹箕であるのに

対し，写真５は斜めに編み込まれていて縦に角竹を

つけない形態のものである。一見しただけでも形態

差は明らかであり，異なる職人によるもの，すなわ

ち，異なる産地からの流通が想定できる。

しかし，これについての詳細を明らかにするには

美馬町外から訪れた職人等の聞き取りも必要であっ

たが，今回の調査では至らなかった。

旧美馬町内での調査ではこの点について明らかに

できないため，今後は箕の産地における調査も必要

であり，課題としたい。
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